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郡山遺跡の本年度の発掘調査事業は第 5次 5カ 年計画の 3年次にあたり、主に郡山廃寺南部を対

象に調査を実施しました。その結果、寺院に関わる建物跡と南辺の塀跡 (材木列)を発見すること

ができましたが、まだ寺院の中枢伽藍を区画する廻廊や築地を発見するには至っておりません。ま

た「仙台平野の遺跡群」で実施した個人住宅の建築に対応した調査においては、想定された方四町

Ⅱ期官衛の北辺の他に I期官行の塀跡 (材木列)やそれ以前に遡る竪穴住居跡が発見され、竪穴住

居跡からは関東地方の人々との関わりを想起させるような貴重な土器類が出上しました。個人住宅

地の小規模な調査においても予想を超える重要な成果をあげることができました。国庫補助事業に

よる継続的な発掘調査を開始してから23年が経過しておりますが、その間大地に埋もれていた謎の

歴史が次々と明らかにされてきました。

本書は平成14年度の発掘調査成果の概要をまとめたものです。国や教育委員会及び全国の研究機

関などにおける飛鳥時代から奈良時代にかけての歴史の解明に資したいと思います。本書の記載は、

調査報告の性格上専門用語を使用せざるを得ないことから、今後は、市民の皆様にもわかりやすい

周知方法を検討したいと思っております。

今後、郡山遺跡の発掘調査が進み、調査結果の広報などを通して全国的な評価がさらに高まり、

仙台市及び郡山地区のまちづくりに大きく貢献できるよう努めてまいりたいと思います。

平成15年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉
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1.本書は郡山遺跡の平成14度範囲確認調査の概報である。

2.本調査は国庫補助事業である。

3。 本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担した。

本文執筆 長島榮一 Ⅲ、Ⅳ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ

松本知彦  I、 Ⅱ、Ⅳ、 V、 Ⅵ、Ⅷ

遺構 トレース 菅井百合子、岡まり子、石垣美佐江、大友浩美、小村田紀子

遺物実測 伊勢多賀子、大友広美、黒田照子、小林広和

遺物 トレース 菅井、岡、大友 (浩 )、 小村田、石垣

遺構写真撮影 長島、松本

遺物写真撮影 長島

遺物補修復元 赤井沢千代子、三浦千賀子

図版作成 長島、松本、菅井、吉田りつ子、岡

写真図版作成 長島、松本

編集は長島がこれにあたった。

4.遺構図の平面位置図は相姑座標で、座標原点は任意に設置した血 1原点 (X=0、 Y=0)と し、高さは標高

値で記した。

5.文中で記した方位角は真北線を基準としている。

6.遺構略号は次のとおりで、全遺構に通し番号を付した。

SA 柱列などの塀跡  SE 井戸跡         SX その他の遺構

SB 建  物  跡  SI 竪穴住居跡・竪穴遺構  P  ピット・小柱穴

SD溝    跡  SK土 坑

7.遺物略号は次のとおりで、各々種別毎に番号を付した。

A 縄 文 土 器      F 九瓦・軒丸瓦  K 看製品

B 弥 生 土 器      G 平瓦・軒平瓦  L 木製品

C 土師器 (ロ クロ不使用)  H 鴫    尾  N 金属製品

D 土師器 (ロ クロ使用)   I 陶    器  P 土製品

E須 恵 器     」 磁   器

8.建物跡模式図中の記号は以下の基準により図示した。

●=柱痕跡の検出されたもの

○ =掘 り方のみ検出されたもの

● =他遺構との重複により検出されないもの

9.遺物実測図の網スクリーントーン張り込みは黒色処理を示している。

10.本概報の土色については「新版標準土色帳」 (古山・佐藤 :1970)を 使用した。

H。 本概報中の掘立柱建物跡の記載の中で「柱痕跡は21clllの 円形で…」とあるものは、柱痕跡の直径が21cmの 意で

ある。

口
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はじめに

平成14年度は郡山遺跡範囲確認調査第 5次 5カ 年の 3年次にあたり、下記の体制で臨んだ。

調査主体   仙台市教育委員会

調査担当   仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

文化財課  課長 青柳良文

管理係  係長 高橋 泰

主事 藤井明美

整備活用係  係長 岡中則和

主査 木村浩二

主任 長島榮一

主事 長谷川隆二   _

文化財教諭 松本知彦

調査係  係長 篠原信彦

主査 渡部弘美

主任 渡部 紀

主事 工藤信一郎

文化財教諭 宮内 周

発掘調査、整理を道正に実施するため調査指導委員会を設置し、委員を委嘱した。

委 員 長  工藤雅樹 (福島大学行政社会学部教授 考古学)

副委員長  今泉隆雄 (東北大学文学部教授 古代史)

岡田茂弘 (東北歴史博物館館長 考古学)

進藤秋輝 (東北歴史博物館副館長 考古学)

桑原滋郎 (前宮城県考古学会会長 考古学)

須藤 隆 (東北大学文学部教授 考古学)

宮本長二郎 (東北芸術工科大学芸術学部教授 建築学)

発掘調査および遺物整理にあたり、次の方々から御教示をいただいた。

地権者   星市男、庄子たか子、大友はる、矢日正史

調査参加者 赤井沢千代子、石垣美佐江、伊勢多賀子、伊藤貞子、大友広美、大友浩美、岡まり子、尾形陽

子、日下啓子、黒田照子、小池房子、小林広和、小村田紀子、佐藤よし子、庄子範男、菅井百

合子、鈴木由美、高橋ヨシ子、牧かね子、三浦市子、三浦千賀子、宮嶋都、鎗水芳子、依田光

子、吉田りつ子、渡辺貞子

さらに下記の諸機関の方々から適切な御教示をいただいた。

国立歴史民俗博物館教授 阿部義平、奈良文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部 安田龍太郎、松村恵司、西日

壽生、東北学院大学教授 佐川正敏、東北芸術工科大学助教授 北野博司、講師 村木志仲、徳島文理大学教授

石野博信、岡山理科大学教授 亀田修一、横浜歴史博物館 平野卓治、栃木県国分寺町教育委員会 木村友則、埼

玉県鳩山町教育委員会 渡辺一、広島県府中市教育委員会 土井基司、道田賢志、宮城県教育庁文化財保護課 村

田晃一、多賀城跡調査研究所 佐藤則之、仙台市博物館 佐藤洋



Ⅱ 査計画と実績

平成14年度の発掘調査は、郡山遺跡発掘調査の第 5次 5カ 年計画における第 3年次日にあたる。第 5浚 5カ 年計

画では、以下 5項 目の達成を目標にしている。

(1)Ⅱ 期官衛中枢部の構造の解明

(2)郡 山廃寺の内部構造の解明

(3)I期 官衛の構造と変遷の解明

(4)南方官行の範囲と性格の解明

(5)郡山遺跡調査成果概要書の作成 などである。

これらは平成11年度郡山遺跡調査指導委員会で審議し、了承されたものである。詳細は「仙台市文化財調査報告

書第250集郡山遺跡21」 12を か照していただきたい。これにより今年度は 【2)郡 山廃寺の内部構造の解明」を主

目的として、これまでと同様に国庫補助事業である F市内遺跡発掘調査』で発掘調査を実施することにした。発掘

調査は、昨年度より仙台城跡の主要遺構の遺存状況を把握するための発掘調査も含め、総経費3800万 円、国庫補助

金額1900万 円の予算で計画した。またこれまで個人住宅などの小規模開発に伴う発掘調査は「仙台平野の遺跡群」

として実施してきたが、今年度も該当する発掘調査が必要になったときには同様に紺応することとした。したがっ

て総経費3800万円を郡山遺跡発掘調査に2000万円、仙台城跡に1300万 円、仙台平野の遺跡群として500万 円という

配分にした。これにより郡山遺跡発掘調査については、以下のような実施計画を立柔した。

表 1 発掘調査計画表

調査次数 調 査 地 区 調査予定面積 調査予定期間 調 査 原 因

第146次 郡山廃寺南部 1,000r正 5月 ～11月 範囲確認調査

4月 以降、共同住宅建築や水道管埋設工事ならびに個人住宅の建築等で、 5箇所の調査が必要となった。よって

年度当初から予定されていた第146次調査、共同住宅建築に伴 う事前調査 として第149次調査、個人住宅の建築に伴

い調査の必要 となった第145次、第148次、水道管埋設工事に伴 う立会い調査 として第150次調査の 6箇所を以下の

とお りに実施 した。

表 2 発掘調査実績表

調査次数 調 査 地 区 調査面積 調 査 期 間 調査原因 対 応

第145次 遺跡内東部 50∬ 4月 17日 -́4月 19日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

第146次 郡山廃寺南部 450∬ 5月 14日 ～12月 6日 範囲確認調査 郡山遺跡発掘調査

第147次 南方官衛西地区 470Hi 9月 24日 ～12月 13日 範囲確認調査 郡山遺跡発掘調査

第148次 方四町Ⅱ期官衛北辺 72ゴ 10月 3日 ～10月 31日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

第149次 遺跡内東部 57■正 9月 9日 共同住宅建築 開発に伴う事前調査

第150次 遺跡内南部 20∬ 9月 10日 ～H月 13日 水道管埋設工事

第151次 方四町Ⅱ期官行南西コーナー ？ｍ 3月 3日 ～ 3月 5日 用水路改修工事

これらの調査のうち第146次調査は1,000∬の調査面積を予定していたが、地権者の土地利用の実情を考慮し調査

範囲を縮小して実施した。また、仙台城跡本丸大広間跡付近の発掘調査について、その位置を確定するために当初

予定した調査区を拡張することとなったこと、また旧石器発掘捏造問題に関連し、後期及び中期旧石器を確認する
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第 1図 郡山遺跡全体図

ために山田上ノ台遺跡の発掘調査が必要となったため、それに伴い予算計画も年度途中で一部変更した。仙台城跡

の発掘調査に3,005,660円 、山田上ノ台遺跡の発掘調査に900万円の予算の増額ならびに配分をした。したがって総

経費50,005,660円 となっている。なお今回「仙台平野の遺跡群」として調査した第145次、第149次調査は郡山遺跡

内の調査であるため、報告は本書に含め報告することにし、「仙台平野の遺跡群」としての報告は単独で刊行はしな

いことにした。よって本事業の報告は「仙台市文化財調査報告書第263集郡山遺跡23-平成14年度発掘調査概報―」、

「仙台文化財調査報告書第264集仙台城跡Ⅱ」「仙台文化財調査報告書第265集 山田上ノ台遺跡」の 3書がある。



Ⅲ 第145次発掘調査

1.調査経過

第145次調査は、仙台市大白区郡山4丁 目14-13星市男氏より、同地内の郡山4丁 目206-2において住宅新築に

伴う発掘届が、平成14年 4月 1日 付けで提出されたことにより実施した。住宅の基礎が遺構の検出面より深く、遺

構を損なうため発掘調査を実施した。調査は住宅の建つ部分を対象に東西14m、 南北3.5mの調査区を設定し、平

成14年 4月 17日 に表土排除を実施した。現況より深さ0.6m程の第Ⅲ層上面で遺構を検出した。発見された遺構数

が極めて少なかったため、調査は平成14年 4月 19日 に終了した。

2.発見遺構・出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、ピットが 5である。これらのうちP2、 P3は直径10～ 20cm程の柱痕跡が確認

された。またPlについてもその可能性がある。P4の底面からは扁平な河原石が1点出土した。これらの遺構は

基本層位第Ⅲ層上面で検出されているが、第Ⅲ層中からも少量の須恵器片が出土していることから官衛の置かれた

古代の遺構ではないと見られる。下層の第Ⅳ層上面でも遺構の検出作業を行なったが遺構は検出されなかった。

3。 まとめ

調査を実施した地点は、方四町Ⅱ期官行の南東隅から120m程離れた地点である。西側の水田面との比高差が0.8

m程あり、土地利用の形態も違っている。東には中近世にかけての平城である北目城跡もあることから、これまで

の調査による基本層位や遺構の検出状況が異なっているのであろう。官行の時期の遺構は発見されなかった。
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第 2図 第145次調査区位置図
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第 3図 第145次調査区 平・断面図

遺構名 層位 土   色 Ji 性 備  考

西壁

基本層位

I ЮYR5/4 にぶい黄褐色 粘上質シル ト 表 十

Ⅱ 10YR6/2 灰黄褐色 粘  土 酸化鉄を多量に含む

Ⅲ ЮYR4/2 灰黄tDj色 粘 =L 遺樹検出面

Ⅳ a ЮYR4/1 褐灰色 粘  土

Ⅳ b ЮYR6/3 にがい責橙色 粘  土 マ ンガンを部分的に含む

2 第145次調査区全景―第Ⅲ層上面― (西 より)



Ⅳ 第146次発掘調査

1.調査経過

第146次調査区は郡山廃寺南部に位置する。この地点は昭和56年 度の第12次調査で発見した講堂基壇と平成11年

度の第128次調査で発見した南門跡との間にあたる。ここは多賀城廃寺や大学府の付属寺院である観世音寺の遺構

配置を見ると、廻廊や築地などで金堂や塔を囲む寺院内でも最も重要な地区の南端が含まれると考えられる。郡山

廃寺でも同様な遺構配置が存在すると推定され、住宅地での制約の多い調査ではあるが、郡山廃寺の構造解明のた

めにこの地点で第146次調査を実施することにした。調査区は北からA・ BoC・ D区 として現在の土地利用の形

態に合わせて設定した。そのうちB区は昭和56年度に寺院南辺の確認を目的として調査した第10次調査区 (Aト レ

ンチ)と 重複している。この第10次調査ではA・ Bト レンチを設定し、のちに寺院南辺となるSA1850材木列の南

北を発掘調査 し遺構の発見に至 らなかった。また今回の調査ではD区 とC区 のベル ト状に残 した表土直下から

SA1850材 木列が発見されたため、調査中に撤去し、DoC区 は一連の トレンチ形態をなしている。

調査は5月 当初から準備に入 り、平成14年 5月 16日 から表土排除を開始した。A区の寺院中枢を区画する遺構が

存在することが想定された位置からは柱穴が列をなして発見されたが、精査の結果建物跡となった。 C・ D区から

は第128次調査で発見したSA1850材 木列の西への延長部を発見した。平成14年 11月 11日 まで発掘調査を行い、整地

作業を含め終了したのは12月 6日 である。

2.発見遺構 ・出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、材木列 1列、溝跡13条、竪穴住居跡 2軒、土坑 9基、性格

木列

I期菅衛

巳

硼

や⊃

第 4図 第146次 調査区位置図
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第 6図 第146次調査区断面図 (1/100)



第146次観察表

遺構名 層位 土  色 土  性 備   考

基本層位

Ia ЮYR3/2 黒褐色 シル ト 現耕作土

10YR3/3 暗褐色 ンル ト 天地 返 し

Ц ЮYR2/1 黒色 シル ト 旧耕作土

ЮYR2/2 黒褐色 掲色 シル トを含む

ЮYR3/3 暗褐色 ンル ト 黒褐色 シル トを含む

Ⅳ a 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 黒褐色土を含む

Ⅳ b 10YR4/6 褐色 砂質シル ト 黒褐色上を含む (B区 以南 )

Ⅳ c ЮYR4/6 褐色 砂質シル ト 砂質が強い

Ⅳ d 10YR6/8 明黄褐色 粘  土

V 10YR5/3 にがい黄褐色 粘  土 石器出土 (A区 南端 |

10YR5ん  にぶい黄褐色 砂質粘土 砂質が強�

A区東壁

SD2048 1 10YR3/3 暗褐色 ル ト 全体に小プロックで火山灰 を含む。上層には炭粒 を含む

Pit28 1 10YR3/3 暗褐色 ル ト 褐色土を含む

A C区 南壁

SD1009a

10YR4/1 褐灰色 ン,レ ト 褐色砂 を小ブロツクで含む

10YR3/1 黒褐色 シ,レ ト 褐色砂 を小ブロックで含む

10YR4/1 褐灰色 粘  土 褐色砂 との互層 となり、数次の堆積が認め られる

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂

2( 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土

SD1009も

ta 10YR4/6 4gJ色 砂質シル ト 黒褐色土をブロックで含む

lb 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 黒褐色土をプロックで含む

2 ЮYR4/2 灰黄褐色

10YR4/1 褐灰色 粘  土

10YR3/1 黒褐色
砂質粘土 況合層

ユOYRワ6 褐色

4a 10YRT//6 明黄褐色 粘  土 底面に酸化鉄が集積

10YRワ 1 褐灰色 粘  土 全体に酸化鉄を含み、底部には自色粘土を含む。円面硯出土 (C区 )

SXttЭ 66 1 10YR3/2 黒褐色 ル ト

Pit29 10YR3/2 黒掲色 砂質シル ト Ⅲb層 を含む

C区東壁

S12073 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 貼 り床

SA1850 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 白色粘上 を小プロックで含む

SD2059
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンル ト 褐色土、褐灰色上を小ブロックで含む

2 10YR6/6 明黄褐色 粘  土 黒褐色粘上を含む

SD2064 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 褐色土をブロックで含む

SX2074

ЮYR3/3 暗褐色 粘土質シル ト

2 10YR4/4 褐色 シ,レ ト 暗褐色上を含む

3 10YR/3 黒褐色 粘土質 シル ト 掲色粘土を細か く含む

C区南壁

1 10YR3/2 黒褐色 粘  土 掲色土、褐灰色上を小ブロックで含む

D区西壁

SA1850 1 10YR3ん 暗褐色 粘土質シル ト 自色粘土を小プロックで含む

不明遺構 2基、ピットなどである。これらの遺構は基本層位第Ⅳ層上面で検出されているが、調査区の壁断面にお

ける検討の結果、SD1009a o b溝 跡のみは第Ⅲ層上面より掘 り込まれた遺構であることを確認した。

SB2025掘立柱建物跡 梁行 2間 (総長6.5m、 柱間寸法320～ 330cm)、 桁行 5間以上 (総長108m以上、柱間寸法

250～ 280clll)の 東西棟の掘立柱建物跡である。方向は南桁行でE-3° 一Sである。柱穴は一辺70～ 110伽程の隅

丸方形で、柱痕跡は20～30cmの 円形または楕円形である。柱穴には抜き取 り穴が認められず、柱痕跡中に炭化物・

焼土が含まれていることから建物が焼失したものと考えられる。

遺物は掘 り方中ではSlW4か ら凸面に縄Π「 きののち擦 り消し、凹面には縄叩きで籠状の痕跡のある平瓦G-116

(第14図14)が、土師器の小片とともに出土している。また同様にSlW5、 S2Wl、 S3W2、 S3W4よ りは瓦の小片が

出土している。SlW3、 S2Wlを 除き各柱穴掘 り方よりは土師器の小片が少量出土している。柱痕跡ではS3W2の最

上層よリロクロ使用の土師器で回転糸切 り無調整の底部片が出土し、S3Wlか らもロクロ使用の土師器小片が、

SlW5か らは瓦の小片が出土している。またSlW2、 SlW3、 S3W4の柱痕跡からも土師器の小片が少量出土してい

る。

SD2052溝跡、SK2072土坑、SX2074を切 り、SD1009溝跡に切られている①

SD1009a・ b溝跡 調査区を南北に縦断する溝跡である。北に隣接する昭和61年度の第66次調査で検出した

SD1009溝 跡の南への延長部分と考えられる。上幅200～ 250cm、 底面幅35～ 65cm、 深さ70～ 80cm、 断面形は逆台形

の溝跡で、底面はおおむね平坦である。方向はA区付近の北部ではN-0° 一Eであるが、B区付近の調査区南部
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遺構名 層位 土   色 土 性 備  考

SlヽV5

柱痕跡 1 10YR3/3 暗褐色 砂質粘土

掘 り方 2

ЮYR7/2 1こぶい貢橙色 粘  土

混合層10YR2//2 黒褐色 粘  土

101rR4/4 褐色 砂質粘土

SlヽV3

柱痕跡 I 101rR5/2 灰黄褐色 粘  土 砂、黒褐色/11上 を含む、 2層 より砂が多い

堀 り方 2 101rR6/2 灰貢褐色 粘  土 砂、黒褐色粘上を含む

S3ヽT3

柱痕跡 | 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 自色上、炭化物を含む

堀 り方 2
10YR7/3 にぶい黄褐色 粘  土

柱穴掘 り方埋上、柱痕跡の下は砂質が強 く粘上が きわめて少なヤ
lllYR4/4 褐色 砂

3 SB2025建物跡 (西より)



4 北桁行柱穴 (西より) 5 南桁行柱穴 (西 より)

ではN-5° 一Wと なりやや蛇行気味となる。検出総長は約35mである。堆積土の観察から2時期 (a→ b)あ る

と考えられる。

遺物はSD1009a溝 跡の第 1層からは小型の赤焼き土器D-83郭 (第 10図 4)の他に、土師器、須恵器、赤焼き土

器、瓦の小片、陶器丸皿片が、第 2層からも赤焼き土器、瓦片などが出土している。SD1009b溝 跡からも第 1層か

ら小型の赤焼き土器D-84、 87郭 (第10図 1、 2)の他に土師器、赤焼き土器、瓦片、陶器 I-54婉 または鉢の小

片、第 2層からは土師器高郭、須恵器奏片やそれらの小片、瓦片、陶器 I-53香炉、 I-57大鉢、 I-55皿、 I一

56坑などが出土している (註 1)。 第 3層からは小型の赤焼き土器D-86郭 (第 10図 5)、 D-91高台付郭 (第 10

図 6)、 第 4層からは十字型の透かしのあるE-476円面硯 (第 10図 9)が、底面から赤焼き土器D-89郭 (第10図

7)が出土している。その他SD1009b溝跡の上層からはやや扁平な赤焼き土器D-90郭 (第 10図 3)、 これまで郡

SD1009a・ b

勇 SD1009b  臣 860m 崖 &60m

0              2m

遺構名 層位 土   色 土  性 備   考

SD1009a

10YR4/1 褐灰色 シルト 褐色砂 を小プロックで含む

10YR3/1 黒褐色 シル ト 褐色砂 を小ブロックで含む

2 10YR4/1 褐灰色 粘 土 褐色砂 との互層 とな り、数次の堆積が認め られる

SD1009b

la 10YR4/6 褐色 砂質シル ト 黒褐色上をブロックで含む

10YR4/2 灰黄褐色 ンルト

10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト

3 ЮYR4/1 掲灰色 粘  土

ЮYR7/6 明貢褐色 粘  土 底面に酸化鉄が集積

ЮYMノ1 褐灰 色 粘 土 酸化鉄 を全体に含み、底部には自色粘土を含む

第 9図 SD1009溝 跡断面図 (1/60)
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山廃寺から出土している単弁蓮華文軒丸瓦と同様な文様であるF-96軒九瓦片 (第 10図 8)や N-114、 H5鉄津

(写真40、 41)な どが出土している。

SA1850材 木列、SB2025掘立柱建物跡、SD2047・ 2048・ 2056・ 2059溝 跡、S12071竪 穴住居跡、SK2053土坑、

SX2074性格不明遺構を切 り、SX2066性格不明遺構に切られている。

SD2046溝跡 上幅20～ 55cm、 底面幅10～20cm程、深さ20cm程で、断面形はおおむね逆台形の溝跡であるが北部

では西壁中に段を持つ。壁は傾斜をもって直線的に立ち上がり、底面は平坦である。方向は北部ではN-0° 一E

(真北方向)であるが、南部ではやや屈曲気味となる。検出した総長は11.5mで ある。堆積土は 2層である。

遺物は第 1層 より頸部が「く」の字状の須恵器奏口縁部片、瓦片、第 2層 より平瓦片が10点出土している。

SD2047清跡 上幅20～ 90cm程、底面幅10～55cm程、深さ3～ 10cm程 で、断面形は逆台形の溝跡である。壁は傾

斜をもって直線的に立ち上がり、底面はおおむね平坦である。東側はSD1009溝 跡に向かって落ち込むような形状

悦‐

版

号

図

番
登録

番号
種 別 器形

出 土 地 点
法 量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 備  考

真

版

写

図出土遺構 層位

〕 D-84 赤焼 き土器 lTN SD1009b 日径122 器高35 底径 5 日縁部～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り

2 D-87 赤焼 き土器 琢 SD1009b 日径122 器高32 底径52 回縁都～体 tFsロ クロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

3 D-90 赤焼 き土器 IIN SD1009b 回径128 器高305 底径49 日縁部～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

4 D-83 赤焼 き土器 不 SD1009a 日径64 器高 3 底径 5 口縁部～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

5 D-86 赤焼 き土器 不 SD1009b 口径126 器高315 底径 5 日縁部～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

6 D-91 赤焼 き上器 高台付邦 SD1009a 口径125 器高48 底径 8
日縁部～体部ロクロナデ、脚部ナデ

底部回転糸切 り後、一部ナデ
ロクロナデ

D-89 赤焼 き土器 琢 SD1009b 底 面 口径 116 器高36 底径48 日縁都～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

8 F-96 瓦 軒丸瓦 SD1009b 単弁蓮華文

9 E-476 円面硯 SD1009b 残存高35 底径 (194)

第10図  SD1009遺 構出土遺物



6 SD1009溝跡 (南より)            7 SD刊 009b溝跡 第2層上面 (南より)

となっている。方向は北部ではN-7° 一Wである。検出した総長は2.2mで ある。堆積土は 1層である。遺物は

出土していない。

SD1009溝 跡に切られている。

SD2048溝跡 上幅24～ 55cm、 底面幅10～20cm程、深さ30～ 45cm程で、断面形は逆台形の溝跡である。壁は傾斜

をもって直線的に立ち上が り、底面はおおむね平坦であるが鋤先状の痕跡の凹凸がある。方向は西部ではE一

3° 一Nであるが、東部ではE-7° 一Nと なる。検出した総長は6.8mである。堆積土は 1層である。

遺物は小型で底部の極めて小ぶりな赤焼き土器D-81郭 (第 14図 5)、 底部切 り離し技法が回転糸切 り無調整の

須恵器E-474郭 (第 14図 8)、 E-475郭 (第 14図 7)、 平瓦片13点、丸瓦 1点、その他の瓦片 3点、多数の土師器、

須恵器、赤焼き土器の小片が出土している。また底面よりは須恵器奏片が出土している。

SD2054溝跡、SK2072土坑を切 り、SD1009溝跡に切られている。

SD2052清跡 上幅20～ 30cm、 底面幅10～20cm程、深さ5cm程で、断面形は逆台形の溝跡である。遺構の上部が

削平されているため断続的な溝跡である。底面はおおむね平坦である。方向は西部ではN-1° 一Eである。検出

した総長は6.5mである。堆積土は1層 である。

遺物は瓦片、土師器の小片が少量出土している。

SB2025掘立柱建物跡、SD1009溝跡に切られている。SK2072土坑との重複は確認されなかった。

SD2054清跡 上幅25～ 40clll、 底面幅20～ 25cm程、深さ 5 clll程で、断面形は逆台形の溝跡である。遺構が削平さ

れているため壁の立ち上がりの形状は明らかではない。底面はおおむね平坦である。方向は西部ではN-30° 一W

である。検出した総長は2mである。堆積土は 1層である。遺物は出土していない。

SD2048溝跡に切られている。
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遺構名 1層位 1    土  色    1  土 性   1   備  考 遺構名 1層 位 1    土  色    1  土 性  1   備  考
SD2046 E― E′ SD2054 1-r

棚 障一陣
1 1 10YR6ん  明黄褐色    1 粘土質シル ト

SD2056 J― J′

SD2047 F― F 1 110YRν 6 明黄掲色    1 粘土質シル ト

1 1 10YR3/2 黒褐色 シルト SK9_057 K― K′

SD2048 G― G′

瑞1 110YR3/3 暗掲色     |  シル ト

SD2052 ■―H′

1 110YR6/6 明黄褐色    1 粘土質シル ト

第11図 第146次調査A区清跡・土坑断面図 (1/60)

SD2056溝跡 上幅30～ 35c皿、底面幅15～30cm程、深さ 5 cm程で、断面形は逆台形の溝跡である。遺構が削平さ

れているため壁の立ち上がりの形状は明らかではない。底面はおおむね平坦である。方向は西部ではN-31° 一W
である。検出した総長は4.8mで ある。堆積土は 1層である。

遺物は土師器の小片が 1点出土している。

SD1009溝跡に切られている。

SK2053土坑 長軸170cm以上、短軸75cm程 の楕円形の土坑と推定され、深さは40c皿程である。壁は直立気味に立

ち上がり、底面はほぼ平坦である。方向は長軸でN-21° 一Eである。埋土は 3層である。

遺物は土坑の北部から金銅製のN-117・ 118耳環 (第 14図 12、 13)が 15cm程離れて出土し (写真 8)、 底面より

は土師器の小片が 1点出土した。なおこの検出時に直上から内外面が漆仕上げされたと見られる (註 2)口縁部と

体部の境に屈曲があり内外面ミガキ調整された土師器C-939杯 (第14図11)が出土し (写真24)、 この土坑に伴っ

ていた可能性が高い。

SD1009溝跡に切られる。

SK2057土 坑 長軸100cm、 短軸65cmの ゆがんだ形状の土坑で、深さは 7 cm程である。壁は緩やかに立ち上が り、

底面はやや凹凸がある。堆積土は 2層である。遺物は出土しなかった。

lc 崖 &60m

0              2m

層位 土  色   1土  性 1        備  考

SK2053 L― L′

1 10YR3/3 暗褐色 粘  土 明黄褐色粘上を少量含む

10YR3/3 暗褐色 粘  土 明黄褐色粘土を多量に含む。耳喋N― ユ18出 土

lc 10YR3/3 暗褐色 粘  土 明黄褐色粘土をブロック状に含む

10YR2/3 黒褐色 粘  土 耳環N― ■7出土

10YR2/3 黒褐色 粘  土 明黄褐色粘土を少量含む

3 10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 砂、黒褐色上を含む

第12図 SK2053土 坑断面図 (1/60) 8 SK2053遺物出土状況



9 SK2072断面 (南 より)

輛

Ⅳ 860m

0               2m

層位 土   色 土  性 備   考

SK2072 N― N′

1 10YR2/3 黒褐色 ンルト 褐色土等の混合層

10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト

10YR3/4 暗褐色 砂 地山と殆 ど変わらな�

第13図  SK2072土 坑断面図 (1/60)

SK2072土坑 長軸220cm程、短軸55～60cm程の隅丸長方形の土坑で、深さは25～30cmで ある。壁は直立気味に立

ち上がり、底面はほぼ平坦である。方向は長軸でN-26° 一Eで、埋土は 3層である。底面に人頭大の河原石 5石

が長辺を横にして並んで配置されている (写真10)。

遺物は第 3層 より土師器の小片が 1点出土している。

SD2052溝 跡を切 り、SB2025掘立柱建物跡、SD2048溝跡に切られている。

SX2066性格不明遺構 調査区A区の南壁ぎわで遺構の一部を発見した。詳細については小明である。

遺物は土師器の小片が出土している。

SD1009溝 跡を切る。

SA1850材 木列 東西に延びる材木列であり、東に隣接する平成11年度の第128次調査で検出したSB1880門 跡に

取 り付 くSA1850材木列の延長部分と考えられる。方向はE― O° 一S(真東西)である。上幅40～ 60cmで、抜き

取 りが施され、その下層より掘 り方と直径10～15cmの柱痕跡が連続して検出された。検出した掘 り方総長は約12.6

mである。柱材の深さや材先端の形状は一定していない。

遺物は抜き取 りより須恵器奏片、土師器の小片が少量出土している。

S12073竪穴住居跡、SX2074性格不明遺構を切 り、SD1009溝跡に切られている。

SD2049溝跡 平面形が逆「コ」の字型の溝跡である。上幅35～ 45cm、 底面幅20～ 30cm程、深さ20～ 25cln程 で、

断面形は逆台形の溝跡である。壁は傾斜をもって直線的に立ち上がり、底面はおおむね平坦である。方向は西部で

はN-9° 一E、 】ヒ部ではE-1° 一Sと なる。

遺物は平瓦片が 2点出土している。

SD2059溝跡を切っている。

10 SK2072 全景 (南より)
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図版

番号

録

号

登

番 種 別 器形
記 土 地 点

法  量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 備   考
真

版

写

図出土遺構 層  位

1 D-88 赤焼 き土器 郭 カクラン 器高38 口径129 底径26 日縁部～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ
2 D-82 赤焼 き土器 イ カクラン 器高34 口径126 底径 5 日縁郡～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

3 D-85 赤焼 き土器 イ カクラン 器高32 口径126 底径55 口縁部～体部ロクロナデ、底部回転糸切 り ロクロナデ

D-80 赤焼 き土器 イ カクラン 器高38 回径62 底径44 日縁部～体部ロクロナデ、底部回転系切 り ロクロナデ

5 D-81 赤焼 き土器 琢 SD2048 器高37 日径55～ 59 底径 4 日縁都～体部ロクロナデ、底都回転糸切 り ロクロナデ

6 D-92 赤焼 き土器 高台付郭 Ⅲ層 器高61 口径144 底径74 口縁部～体部ロクロナデ ロクロナデ

E-475 須恵器 豚
SD2048 器高415 口径 155

底径52～ 56
日縁都～体都ロクロナデ ロクロナデ

SD2046 1

8 E-474 須恵器 不 SD2048 器高 (3)日径 (126)底 径Z5 体部ロクロナデ、底郡回転糸切 り ロクロナデ
9 」-12 磁  器 皿 SD2059 1 残存高17 底径49 底都以外釉あ り 釉のみ

C-940 土師器 斐 S12071 残存高47 日縁部ナデ→ヘラケズリ 日縁部ナデ

C-939 土師器 郭 置構検出面 残存高425 日径144 日縁部 ミガキ、体部 ミガキ
日縁部 ミガキ、体部 ミガ

キ
内 外面

漆仕上げ

12 N-117 金属製品 耳環 SK2053 太 さ07～ 085 隙問02 外径29～ 31 内径 14～ 17 完形 (東 ) 46

13 N-118 金属製品 耳環 SK2053 lb 太 さ07 隙 』02 タト径26～ 29 内径 14～ 16 毛形 (西 ) 守

G-116 瓦 平瓦 SB2025Sユ W4 柱 穴 凸面縄叩 きのちスリ消 し泉跡、凹面不 目痕、桶巻 き、タガ痕跡

第14図 第146次調査区出土遺物

17



見 噺再
ぞ

oTs

Ｔ
Ｉ

Ｖ

―
―
―
Ｉ

Ｗ

0                            4m

第 15図 第 146次調査 BoC,D区 平面図 (1/100)



SK2067

B区東半

――――――一S350

―

S355

0                          4m

第 16図 第 146次調査 B区東半平面図 (1/100)

SD2058清跡 上幅50～ 70cm、 底面幅20～25側程、深さ30cm程で、断面形は逆台形の溝跡である。壁は傾斜をも

って直線的に立ち上がり、底面はおおむね平坦である。方向はN-0° 一E(真北方向)である。検出した総長は

4.8mである。堆積土は 2層である。

遺物は第 1層から平瓦片 5点、土師器小片、中形の礫などが出土している。

SD2061溝跡、SK2062土坑を切っている。

SD2059清跡 上幅60～ 80cm、 底面幅20～ 30cm程、深さ40～ 45cm程で、断面形は逆台形の溝跡である。壁は傾斜

をもって直線的に立ち上がり、底面からは鋤先痕跡が明瞭であるが、おおむね平坦である。方向は西部ではE―

3° 一Nであるが中央部から東部ではやや屈曲気味となる。 C区からD区にかけて検出した総長は12.4mである。

堆積土は 2層である。

遺物は第 1層中から高台の付 く磁器 」-12皿 (第 14図 9)、 土師器、須恵器、瓦片、礫が少量と、第 2層 中から

土師器、瓦、中形の礫が少量出土している。

S12071竪 穴住居跡、SK2063土坑、SX2074性格不明遺構を切 り、SD1009溝跡、SD2049溝跡に切られている。

|
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―

‐

‐
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SK2051

Q

SD2068①

斡

860m

SD2068②

O       O′
引      lb   卜 860m

P′

十一-860m 引

Q′

トー860m

S′

卜 870m

引      ト

1(抜 き取 り)

珍珍Zタラ診)夕

2a

1【 870m
V′

1  トー870m
MI′

トー870m

0              2m

第17図 第146次調査区遺構断面図 (1/60)

SD2061溝跡 上幅60cm以上、底面幅30～ 50cm以上、深さ10cm程 で、断面形は逆台形の溝跡である。壁はゆるや

かに立ち上がり、底面はおおむね平坦である。方向はE-5° 一Nである。検出した総長は3mである。堆積土は

1層である。

遺物は土師器の小片、平瓦片、中形の礫が出土している。

SD2058溝 跡に切られている。

SD2064清跡 上幅60～ 100c皿 、底面幅50～ 70cm程、深さ10cm程 で、断面形は逆台形の溝跡である。 壁は直線的

に立ち上が り、底面はおおむね平坦である。検出した総長は29mで ある。堆積土は 1層である。

遺物は土師器の小片、割れた中形の礫が出土している。

SD2068溝跡 昭和56年 度調査の第10次調査Aト レンチで検出した遺構の延長部分である。上幅25～ 60cm、 底面

幅 5～ 45cm程、深さ10cm程 で、断面形は逆台形の溝跡である。壁は傾斜をもって直線的に立ち上がるが、遺構の削

平が著しい。底面はおおむね平坦である。方向はE-0° 一S(真東西)である。検出した総長は10mである。遺

物は出土していない。

S12071竪穴住居跡 東西24m以上、南北2.2m以上の竪穴住居跡である。方向は西壁でN-50° 一Eである。床

面までの深さは15cmほ どである。床面から主柱穴と考えられる長軸60cm、 短軸40cmの 楕円形の掘 り方とそのほぼ中

越構 名 ナ督4立 土   色 土  性 備   考 遺梅名 層位 土  色 土  性 備   考

SK2069 P SD2049 T― T

ЮYR4/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 瓦片を少量含む 1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 黄褐色土を全体にブロックで含む

SK2051 Q― Q′ SD2061 U― U
1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 1 10YR3/2 黒褐 色 粘土質シル ト 黄橙色粘土を少量含む

ЮYR2/3 黒褐色 シル ト 地山がまじる SK2062 V― V′

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色砂質シルトを層下半に含む 10YR3/1 黒褐色 ンル ト質粘土 減貢I・ 色ンルトをブロック状に含む

SD2068① 2 10YR7/6 明黄褐色 シル ト質粘土 黒褐色粘土を少量含む

la 10YR4//2 灰黄褐色 粘土質シル ト SK2063 WV― Vヽ′

SD2068Э  O-0′ 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト

10YRツ 3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 2 10YR4/1 褐灰色 シルト質粘土
SD2058 2059 S― S′ SA1850 Y― Yフ

SD2058
1 10YR3/2 黒 IFJ色 粘土質シル ト 黄橙色粘上をプロック状に含む 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質粘土 抜 き取 り

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 黄橙色粘土を多量に含む ЮYR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 柱rR跡

SD2059

1 10YR3/1 黒4FJ色 粘  土 10YR3泡  黒褐色 粘  土 掘 り方埋土

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 黄橙色粘土をブック状に含む

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 黄橙色粘土を多量に含む



S12071
X         X′

引        |-860m

斡 0              2m

央部に直径15cmの柱痕跡を検出した。

遺物は床面より回縁部が「く」の字状に屈曲し、体部

外面がハケメ状の細いナデ痕跡があり、内面下半が輪積

痕跡が顕著な体部片が接合すると推測される土師器 C一

940甕 (第 14図 10)、 貫通穿の穿たれた直径 7ミ リ程の

K-275玉や、扁平な河原石が出土している。また掘 り

方埋土中よりも土師器の小片が出土している。

SD1009溝跡、SD2059溝跡に切られている。

層位 土   色 土  性 備   考

1 10YR3/4 暗褐色 粘  土

2 10YR3/1 黒褐色 粘  土

3 10YR3/3 暗褐色 粘  土

10YR5/6 黄褐色 粘  士 黒褐色粘土斑状に含む (掘 り方埋土 )

第18図 S12071竪穴住居跡断面図 (1/60)

S12073竪穴住居跡 耕作により著しく削平され、掘 り方と焼面の一部が残存している。遺物は出土していない。

SA1850材 木列、SD2064溝跡に切られている。

SK69土坑 昭和56年 度調査の第10次調査Aト レンチで検出した遺構の一部である。長軸 2m程、短軸1.5m程の

楕円形の土坑で、深さは20cm程で、東部にはさらに40cm程 下がる落ち込みがある。壁は削平されているためほとん

ど立ち上がらないが、落ち込み部分は直立気味となっている。堆積土は 1層である。

SK2051土坑 長軸21m、 短軸1.8mの ややゆがんだ土坑で、深さは10cm程 でさらに東部は20～ 50cm程下がる落ち

込みがある。壁は削平されている箇所では立ち上がりが認められないが、東部では直線的に傾斜を持って立ち上が

る箇所がある。堆積土は 2層である。

遺物は土師器片が 2点出土している。

SK2062土坑 長辺175cm、 短辺75cmの 隅丸長方形の土坑で、深さは10～12cmで ある。壁は北部は直線的に立ち上

がるが、南部では極めて緩やかに立ち上がる。底面は凹凸がある。堆積土は 2層である。

遺物は割れた中形の礫が出土している。

SD2058溝跡に切られている。

SK2063土 坑 長軸55cm以上、短軸45cm以上の楕円形の土坑と推定され、深さは30cm程である。壁はほぼ直線的

に立ち上がり、底面はおおむね平坦である。堆積土は 2層である。

遺物は平瓦片、土師器の小片が各 1点 出土している。

SD2049溝跡、SD2059溝跡に切られている。

SK2067土坑 調査区B区の北東隅で遺構の一部を発見した。詳細については不明である。

遺物は平瓦片が 1点出土している。

SK2069土 坑 長軸160cm、 短軸80～ 140cmの 不整円形の土坑で、深さは20～ 45cm程である。壁は直立気味に立ち

上がり、底面には凹凸がある。堆積土は 1層である。

遺物は第 1層 より鴫尾H-30の小破片、土師器小片、平瓦片、礫が少量出土している。

SX2074性格不明遺構 調査区C区の東部で遺構の一部を発見した。SD2059溝跡やSD1009溝跡の断面で観察す

ると深さ10cm以上の箇所もあり、竪穴住居跡か整地等の痕跡の可能性がある。詳細については明らかにできなかっ

た。

SA1850材 木列、SD1009溝 跡、SD2059溝 跡に切られている。

またこの他に表土中よリロクロ使用の土師質で土器表面に鉱津状の付着物のあるD-79郭片 (写真69)や、炉壁

状の粘土が着いたN-116鉄淳 (写真60)が出上している。また第Ⅲ層中よりやや大型の赤焼き土器で内面に輪積

み痕跡の明瞭なD-92高台付郭 (第 14図 6)が、攪乱 (樹痕)よ り小型の赤焼き土器D-80、 82、 85、 88郭 (第 14

図 4、 2、 3、 1)が出土している。
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b  l‐-54

c  I―-55

43  K-270 礫線刻カ

44 F-96 軒丸瓦

45   K-244
46   N一刊17  耳環

47   N‐-118 耳環

48  C-939 郵

SD1009b

SD1009b

SD1009b

SD1009b

SD1009b

SD1009b

SK2053 0霜イ則)

SK2053(西イ則)

遺構検出面
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3.ま とめ

今回発見された遺構のうち、主な遺構の重複関係は以下のようなものである。
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１

郡

山

廃

寺
SD2061  SK2062

↓↓
SD2058

SD1009a

第146次調査で発見された郡山廃寺に関わる遺構は、SA1850材木列とSB2025掘 立柱建物跡である。今回の調査

の目的であった中枢伽藍を区画するような廻廊や築地などは発見されなかった。

郡山廃寺南辺となるSA1850材木列は、平成11年度の第128次調査で検出したSB1880門 跡に取 り付 く材木列の延

長部分であり、ほぼ想定された位置で発見されている。この材木列の掘 り方底面における柱材の深さや材先端の形

状は一定していない。これは平成13年度の第133次調査で検出した同じ南辺での掘 り方底面においては、ほぼ等間

隔に小柱穴の掘 り方が検出されていたのとは違いがある。このことは材木列の掘 り方底面に一定の間隔で小柱穴状

の掘 り方を掘 り、材を据えてその間に材木を充填するような構築方法をとっていると見ていたことが、今回の調査

により、南辺の材木列は地点によって構築方法に違いがあることが明らかになった。

SB2025掘 立柱建物跡は東西棟の建物跡であり、さらに東に延びていく。南門跡や講堂基壇から推定された仮想

中軸線 (註 3)を跨ぐような遺構とは考えがたく、推定中門跡 (写真18)を多賀城廃寺跡と同等の規模 (註 4)で

想定した場合は、SB2025掘 立柱建物跡の桁行は最長でも7間 を越えるものではなく、桁行 5～ 6間程度の東西棟

建物弥と見られる。また複数の柱穴掘 り方から平瓦の小片が出土していることから、郡山廃寺の創建期まで遡る建

物跡ではないと考えられる。これは柱痕跡上部からロクロ使用の土師器片が出土していることからも言えることで、

郡山廃寺の終末の問題にも関わるが、ロクロ使用の土師器が存在した時期まで寺院内の建物が存続していたことを

窺わせることになろう。

なおSB2025掘立柱建物跡の南桁行の方向はE-3° 一Sで、南辺となるSA1850材木列がE-0° ―Sの真東西

方向を示すのとは微妙な違いを見せている。そのため材木列 とSB2025SlWl柱 穴間の距離は26.7mで あるが、

SlW5柱穴間の距離は26mと なっている。SB2025東端の柱穴との距離はおそらくさらに短 くなっているのであろう。

したがって南辺材木列が創建期の遺構 とした場合、SB2025掘 立柱建物跡は別時期に建てられたと見られ、創建期

の後に付加されたと見るべきであろう。
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今回発見された土坑のうちSK2053土坑とSK2072土坑が他の土坑とは特徴を異にしている。SK2053土 坑からは土

坑内の北部から金銅製の耳環 2点が15cm程離れて出土している。対になって出土していることと、出土位置からは

人頭大の距離間を保って出土しているため、遺体と伴に埋葬されたと見ることができ、SK2053土坑が墓坑であっ

た可能性が高い。なお遺構の検出面上からは関東地方の古墳時代の土師器編年で鬼高式とされる特徴を示す郭

(C-939)が 出土し、土坑に伴っていたと考えられる。

またSB2025掘立柱建物跡に切られるSK2072土坑からは、底面に河原石 5石が長辺を横にして並んで発見された。

土坑の大きさや河原石の頂部の高さが揃っていることなどから、木棺が直葬されその構座のように使用された可能

性がある。先述のSK2053土 坑の長軸方向がN-21° 一Eで、SK2072土 坑もN-26° 一Eと なっており、ほぼ同方

向をむいている。ともにⅡ期官行造営以前の土坑墓である可能性があり、郡山廃寺の創建される以前の墓域として

使われていた地区 (註 5)である可能性が出てきた。

第146次調査区を縦断するSD1009a o b溝跡は、昭和61年度の第66次調査区で遺構の一部を検出していた。その際

には溝中より瓦が出土していることから、古代の遺構 として報告されている (註 6)。 今回の調査でもb期の第 2

層中より多量の瓦と河原石が出土していた。しかしその他に赤焼け土器や陶磁器片 (註 7)が出土し、それらの年

代観からは16～18世紀までのものが含まれている。近世まで溝として機能していたものと考えられ、さらにその溝

跡の b期で上層が埋没する時に多量の瓦と河原石とが投棄されたものである。周辺に河原石を含むような土層がな

いことから、これらの河原石は人為的に運ばれてきたものである。ともに出土している瓦は小破片であるが、これ

まで郡山廃寺から出土している瓦と同じ特徴を示している。これらが溝中に面をなして集積 しているということは、

溝中に投棄されるまで周辺の地表に残されていたことを示すものであり、礎石建物跡の根石や耕作中に細片となっ

た瓦としてそれまで残存していたものではないだろうか。それが近世後半の一時期のうちに溝中に投棄されたもの

と想定さ/Lよ う。

註 1 これら陶磁器片についてはI-53は 16世紀と推定される鉄釉された瀬戸美濃香炉、 I-54は 17世紀前半と考えられる志野織部碗

または鉢、 I-55は 17世紀前半と考えられる鉄絵が施された志野織部皿、 I-56は 17世紀前半から18世紀と考えられる透明釉が

施された肥前碗、 I-57は 17世紀後半と推定されるハケメ紋唐津大鉢、その他17世紀の岸窯系の香炉片などが含まれているとい

う見解を仙台市博物館 佐藤洋氏よりいただいた。

註 2 永嶋正春「鹿沼市稲荷塚遺跡出土品の材質と技法」『栃木県埋蔵文化財調査報告第84集 稲荷塚・大野原』栃木県教育委員会

1987

永嶋正春「漆仕上げ土師器について」F東金市久我台遺跡』 (財)千葉県文化財センター1988

註 3 本書  P53・ 54 第34図  遺跡南部遺構配置図参照

註 4 宮城県教育委員会 ,多賀城町『多賀城跡調査報告書 I ―多賀城廃寺跡―』19703

多賀城廃寺跡の中門跡は八脚門で、桁行総長H284mである。

註 5 仙台市文化財調査報告書第169集 『郡山遺跡 XⅢ  ―平成 4年度発掘調査概報―』19933

第96次調査で古墳の周溝状の溝跡が発見されていた。 I期官衡、Ⅱ期官衡の遺構に切られていた。

註 6 仙台市文化財調査報告書第96集 『郡山遣跡Ⅶ ―昭和61年 度発掘調査概報―』19873

Ⅶ 第66次調査 P69～ 75

註 7 註 1に同じ



V 第147次発掘調査

1。 調査経過

第147次調査区は昨年度調査を実施した第138次調査区に隣接 し、方四町Ⅱ期官衛と郡山廃寺の間に広がる南方官

衡西地区の中に位置している。昨年度までの調査で、方四町Ⅱ期官衛外郭となる材木列と大溝の外側の様相は、西

辺と南辺では大溝と並行するほぼ同規模な溝跡 (=外溝)があり外郭との間に約50mの空閑地を形成していた。南

方官衛地区は、この「外溝」を境に南に位置し、官衛の中枢部に配置されるような建物と同等の構造や規模をもつ

大型の建物が配置されている。方四町Ⅱ期官衡のみならずその外側にも重要な官衡ブロックが広がっている地区で

ある。今年度は昨年度の第138次調査で発見されたような大型の建物が建ち並ぶのかどうかを確認するため第147次

調査を実施した。調査区の現況は、旧水田で仙台市土地開発公社の所有地となっている。今回は第85次調査で発見

されたSB1277掘立柱建物跡と昨年度の調査 (第 138次 )で発見されたSB2010・ 2015掘立柱建物跡の間に約470� の

調査区を設定して実施した。しかし今年度急邊個人住宅建築に伴う第148次調査を実施する必要があったため、遺

構認にとどめた。来年度に詳細な発掘調査を実施することにしている。そのため調査遺構配置図は遺構検出段階で

のものである。

2.発見遺構 。出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、掘立柱建物跡 2棟、材木列2列、溝跡13条、土坑 3基以上、性格不明遺構 1、

ピットなどである。これらの遺構は基本層位第Ⅱ層上面で検出されている。表土 (第 I層 )の厚さは10cm～ 20cmで

ある。以下ここで報告するのは、第Ⅱ層上面で検出された主な遺構である。
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第19図 第147次調査区位置図
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第20図 第147次調査遺構配置図 (1/200)

SA1855材木列 I期官行の遺構と見られる南北に延びる材木列で、東に隣接する昨年度の第138次調査区で検出

したSA1855材木列の延長部分と考えられる。

SA2005材木列 I期官衛の遺構と見られる南北に廷びる材木列で、東に隣接する昨年度の第138次調査区で検出

したSA2005材木列の延長部分と考えられる。

SB2045掘立柱建物跡に切られている。

SB2045掘立柱建物跡 東西梁行 2間 (推定総長4.2m)、 南北桁行 4間 (推定総長6.9m)の掘立柱建物跡である。

柱穴は一辺70～ 140clll程 の隅丸長方形である。

SA2005材 木列、SX2093性格不明遺構を切る。

SB2050掘 立柱建物跡 I期官衛の遺構 と見られる東西 2間 (推定総長3.2m)、 南北 2間 (推定総長3.9m)の 総

柱建物跡と見られる。柱穴は一辺80～ 130clll程 の隅丸長方形である。

SD2086溝跡に切 られている。

SD2086清 跡 南北に延びる溝跡で、調査区を縦断する。上幅50～ 80cm、 検出総長は約18mである。

SB2050掘立柱建物跡、SX2093性格不明遺構を切っている。

SX2093性格不明遺構 調査区の北部で検出された遺構である。

遺物は第 1層中から多量の上師器片、須恵器片、割れた河原憑などが出土している。

3。 まとめ

第147次調査ではこれまで南方官行地区で発見されてきたような大型の建物跡は発見されなかった。sB2045掘立

柱建物跡は、これまでのこの地区で発見された建物跡と比較すると規模が小さく、柱穴・掘り方も小規模である。

第147次調査の詳細については次年度の調査で明らかにしていくこととする。
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62 第147次調査区全景 (東 より)
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63 第147次調査区遺物出土状況 (北 より)



Ⅵ 第148次発掘調査

1.調査経過

第148次調査は、仙台市太白区郡山三丁目9-18矢 回正史氏より、仙台市太白区郡山三丁目33-6において住宅

新築に伴う発掘届が、平成14年 9月 28日 付けで提出されたことにより実施した。住宅の基礎工事の深度が遺構の検

出面より深 く、遺構が損なわれると想定されたためである。調査地は方四町Ⅱ期官衛北辺推定線上に位置するため

調査以前から北辺材木列の検出が予想され、北辺のほぼ中央部にあたることから北門跡の検出も考えられた。これ

まで北辺の調査は住宅が密集した地域であるため、北辺材木列については配管工事などに伴う断面観察が主であっ

た。本格的な調査については小規模ではあるが昭和56年度の第14次調査と昭和63年度の第79次調査を実施し、第79

次調査において北辺の大溝とみられるSD617溝跡を検出していた。調査は住宅の建つ部分を対象に東西 9m、 南北

8mの調査区を設定し、平成14年 10月 3日 に表土排除を行った。

現況より深さ50cm程で遺構を検出し、調査はlo月 31日 に終了した。わずか72∬ の調査区ではあるが、 I期官衡、

こ期官衛さらに官衛以前の重要な遺構が良好な遺存状況で検出された。

2.発見遺構・ 出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、材木列 3列、溝跡 1条、竪穴住居跡 1軒、土坑 8基、性格

不明遺構 2、 ピットなどである。これらの遺構は基本層位第Ⅲ層上面で検出されている。第 I層 は現代の整地層、

第Ⅱ層は畑の旧耕作土と考えられる。以下ここで報告するのは、第Ⅲ層上面で検出された遺構である。

SA616材木列 東西に延びる材木列であり、上幅50～ 240cm以上の掘 り方とそのほぼ中央部に直径15～30cmの 柱

痕跡が連続して30本分検出された。検出した総長は東西約9.15mである。方向はE-1° 一Nであり、さらに東西

方向に延びている。掘 り方の深さは検出された上面より190cm程 で、柱痕跡は底面より上面まで立ち上がっている。

抜き取 りの痕跡は確認されなかった。堆積土は 2層であるが柱痕跡周辺下部が白色に変色し粘土化している。
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第21図 第148次調査区位置図
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第22図 SA616材木列断面図 (1/60)

遺物は掘 り方埋土より扁平な搾痕、敲打痕のあるK-254礫石器 (第28図 10)、 その他多数の土師器、須恵器の小

片が出土している。柱痕跡よりも土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SA2030材 木列、SB2040掘立柱建物跡、SK2096土 坑を切 り、SD2076溝跡、SK2077土坑に切られている。

SA2030材 木列 上幅55～ 90cmの 溝状の抜き取 り底面において、掘 り方とその内部から直径20～ 25clllの柱痕跡が

検出された。柱痕跡の深さは一定していない。柱痕跡より深い深度で抜き取 りを受けている箇所も見られる。方向

はE-30° 一Sである。検出した総長は約10.8mで ある。

遺物は抜き取 りより内面にミガキが施され、口縁部がやや内弯した土師器C-929郭 (第28図 2)、 その他土師器

片、須恵器蓋片などが出上している。

SB2040掘立柱建物跡を切 り、SA616材木列、SD2076溝跡、SK2097土坑に切られている。

SA2035材木列 上幅60～ 70cmで、掘 り方とそのほぼ中央部に直径10～20cmの 柱痕跡が連続 して検出された。柱

痕跡底面の深さはほぼ一定している。方向はE-29° 一Sである。検出した総長は約 6mである。

遺物は掘 り方より口縁部と内外面がヨコナデ調整され、黒色の土師器C-935郭 片、その他少量の土師器の小片

が、抜き取 りよりも土師器の小片が少量出土している。

S12084竪 穴住居跡を切 り、SK2078土坑、ピット1に切られている。

SB2040掘 立柱建物跡 東西 1間以上、総長205cm以上 (柱間寸法205cm)、 南北 2間以上、総長420cm以上 (柱間

寸法210cm)の掘立柱建物跡である。方向は南柱列でE-28° ―Sである。柱穴の掘 り方はSlEl柱穴で150cm× 135

cm程の方形で、柱痕跡は直径40～45cmで ある。柱痕跡には抜き取 りが施されている。

遺物は掘 り方中ではSlE2よ り内外面が黒色処理され、口縁部の内外面にヨヨナデが施され、体部外面のハケメ

64 SA616断面

遺構名 層位 土   色 土性 備   考 遺構名 層位 土   色 土 性 備   考

SA616 SA2030

柱痕跡 1 10YR74 褐色 粘 土 縁辺部に白色粘上、酸化鉄が集積している 抜き取り淋 10YRν 4 1こ ぶい黄橙色 粘土資シルト 黒色粘上をブロック状に含む

10YR5/4 1こ ぶ 黄褐色 粘 土 黒色粘土を斑状 に含む
掘 り方

10YR7/6 明黄褐色 Ili質 シルト 黒色粘上を少量含む

10YR7/2 1こ ぶ 黄橙色 粘 土 黒色粘土を含む 10YR6/2 灰黄褐色 粘  土 酸化欽が集積 している

10YR4/8 1こ ぶ 黄褐色 粘土 白色粘土を斑状 に含む ユ 10YR4/2 灰黄褐色

10YR7/2 1こ ぶ 責橙色 粘 土 黒色粘土を含む 1 10YR4/2 灰 黄 褐 色 粘土質シルト
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適 fI名 脳 位 土   色 土  性 lL‐   考 置構名 層位 土   色 土  性 備  考

基本層位

ユ 10Y馳/2 灰黄掲色 粘土質シル ト 上層にコンクリー ト、石含む SB2040 S3E2

Ⅱ 10YR5/4 にぶい黄褐色 ル ト質粘土 旧耕作土 1 10YR6/2 灰貢褐色 粘  土 日色鶏上、離化箕を少量含む、抜き取り穴の可能性あり

Ш 10YR7/6 明黄褐色 ルト質粘土 黒色粘上を少呈含む Ib 10YR6/6 明黄褐色 粘  土 抜 き取 り穴の可能性あ り

Ⅳ a 10YR4/1 褐灰色 粘  土 2 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘  土 白色粘土、酸化鉄 を多量に含む

Ⅳ b 10YR3/1 黒褐色 粘  土 暗褐色土を結降 り状に含む 3 10YR6/6 明黄掲色 粘  土 黄橙色粘土をブロック状に含む

SK2096 1 25Y7/4 浅黄色 粘  土 黒色粘土をブロック状に含む SB2040 SlE2

SK2097 1 10YR7/6 明黄褐色 粘  土 黒色粘上を少量含む 1 10YR5/4 にぶい黄掲色 粘  土 黄橙色粘上を斑状に含む

SX2098

1 10YR7/6 明黄褐色 粘土質ンル ト 2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土

2 10YR3/2 黒褐色 In 土 SA2035

3 10YR6/6 明黄褐色 粘  土 黒褐色粘土をプロック状に含む 抜 き取 り 1 10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土

SX209J 1 10YR4/3 にがい黄褐色 粘  士
柱痕跡

la 10YR3/2 黒褐色 粘  上

1 10YRク2 灰黄褐色 粘土質シル ト lb 10YR7/2 にぶい黄橙色 粘  土 底面に酸化鉄集積あ り

SB2040 S3El 掘 り方 2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 明黄褐色粘土をプロック状に含む

1 10YRν3 にぶい黄褐色 粘  土 浅黄橙色粘上をブロツク状に含tF

2 10YR4洛  にぶい黄褐色 粘  土 焼土を少量含む

第23図 第143次調査区平・断面図 (1/100)
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遣構名 層位 土   色 土  性 備   考

SA2030 C― C′

抜き取 り穴 1 10YR6/6 明黄褐色 粘  土

柱VR跡 2 10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 自色粘上、酸化鉄を含む

掘 り方

3 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シル ト

4 10YR6/4 にぶい貢橙色 粘土質シル ト 黒色粘上 をプロックで多量に含む

5 10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土 黒色粘土を含む

SA2035 D D′

柱痕跡
10YR3/2 黒褐色 粘  土

10YR7/2 にぶい黄橙色 粘  土 底面に酸化鉄集積あ り

掘 り万 2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 明黄褐色粘土をブロック状に含む

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土

第24図 SA2030。 SA2035材 木列断面図 (1/60)

調整が明瞭な土師器C-931不 明品 (第28図 1)が出土し、その他にSlEl、 SlE2、 S2El、 S2E2の各柱穴より少量

の土師器小片が出土した。抜き取 り中ではS2E2よ り内外面が漆仕上げされたと見られる土師器C-937必 (第28図

4)、 SlElよ り土師器奏底部、須恵器蓋片が、その他SlEl、 SlE2、 S2El、 S2E2の各抜き取 りより少量の土師器小

片が出土している。

SA616。 2030材木列に切られている。

SD2076溝跡 上幅100～ 165cm以 上、底面幅80～ 135cm以 上、断面形は扁平な溝跡である。遺構が削平されてい

るため壁の立ち上がりの形状は明らかではない。底面はおおむね平坦である。方向はN-1° 一Wである。検出し

た総長は約 8mで調査区の東壁ぎわを縦断する。堆積土は 1層である。

遺物は堆積土中より小型で内面にカエリのある須恵器E-472蓋 (第28図 8)、 その他に土師器、須恵器の小片が

少量と陶磁器の小片が 2点出土している。底面よりも土師器、須恵器、燻瓦の小片が出土している。

SA616。 2030材木列、SK2081・ 2082・ 2083土坑を切っている。

S12084堅 穴住居跡 東西350cm、 南北250cm以 上の竪穴住居跡である。方向は北壁方向でE-18° 一Nである。

床面までの深さは20～ 30cm程 である。カマ ドの痕跡は東壁中で確認されたが、ソデや天丼部の構築土は残存せずソ

デの痕跡のみの検出で、煙道部も発見されなかった。

遺物はカマ ド周辺と床面からまとまって出土した。カマ ド北狽Iの床面上からは、土師器C-933婉 、C-918奏、

カマ ド西側の前面からは土師器C-924郭、カマ ド南側の床面上からは土師器C-917甑が出土し、飲底都付近の下

から土師器C-923郭 が、甑の口縁部付近の下からは土師器C-921郭、920郭、925郭、927郭の 4点が重なって出

土した。またこの 4点の郭類の横 (南)か らは密着して土師器 C-922郭が出土した。郭類については極めて良好

な残存状況を示している。これらの土器の周辺からは割れ面のある礫が 2点 出土している。火熟などを受けた痕跡

はない。

これら出土した土師器郭類は口縁部が直立または内弯する形態で、日縁部の内外面にヨコナデ、体部外面にヘラ

ケズリが施される共通した特徴がある。各々の詳細な特徴を見ると土師器 C-920必 (第26図 1)は、日縁部がや

や屈曲しながら直立気味となり、内面にヘラミガキが施されている。土師器 C-921郭 (第26図 2)は口縁部がや

や外側に屈曲し、内外面ともヘラミガキが施され、両面黒色処理された可能性がある。土師器C-925郭 (第26図

6)は日縁部が内弯気味となり、内面にヘラミガキが施されている。土師器C-927郭 (第26図 8)は、伴に出土

した郭類では最も大型である。入れ子状に重ねられた 4点 (C-921、 920、 925、 927)の うち最下部に位置してい
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遺構名  1層 位 | 土   色 土 世 備   考

S12084①

1 10YR3/1 黒褐色 粘  土 黄橙色粘上をプロック状に含む

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘  士 黄橙色粘上を少量含む

3 10YR″ 3 1こ ぶい黄橙色 粘  土

10Y馳/3 にぶい黄褐色 粘  土

5 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘  土 炭化物 焼土を含む

1 10YR5/3 にぶい黄禍色 粘  土 黄構色粘土を斑点状態に含む

SIみ984②

1 75YR2/2 黒褐色 枯  土 焼土 炭化物を含む

2 10YR17/ユ  黒褐色 粘  上 炭化物が中心で褐色上を含む

10YR4/4 褐色 hζ 上

第25図 S12084竪穴住居跡平・断面図 (1/60)



0                            10cm

版

号

図

番

録

号

登

番 種 ″」 器 形
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版

写

図出上遺補 膳位

1 C-920 土師器 イ S12084 床 面 維高,1 日経145～ 119 体部径152～ 156 日縁部 ヨコナデ 体部ヘラケスリ 日縁部ヨコ

'デ

‐ヘラミガキ 体都ヘラミガキ

2 C-921 上師器 郎 S12084 床 面 器高575 日径149 日縁部ヨコナデ‐ヘラミガキ 体部ヘラケズリ‐ヘラミガキ 回縁部ヨコナデ 体部ヘ ラミガキ 内外面とも単色処理

3 C-922 土師器 芥 S12084 床 面 器高52 日径■15～ 76 卜部径153 ¬縁都 ヨコナデ 体部ヘラケズ 日縁紳 コナデ‐ヘラミガキ 体訃ヘラナデⅢヘラミガキ

C-923 土師器 イ S12084 床 面 粋高,3 日経140～118 体部径J7～ 156 国縁都 ヨコナデ 体部ヘラケズ に1縁部ヨコナデ 体部ナデ‐ヘラミガキ 内面黒色処理 M

5 C-924 土EW器 イ S12084 床 面 器高48 口径 144 日縁部 ヨコナデ 体部ヘ ラケズ → ミガキ 口縁都 ヨヨナデ 体都 ミガキ 門間科酸化の可能tl

6 C-925 土師器 イ S12084 床 面 器高505 日径146 体那径1475 日縁部ヨコナデ 低部ヘラケズリ→ミガキ ヘラケズリ 日縁ilヨ コナデ‐ミガキ 体都ヨコナデ‐ミガキ ミガキ 89

C-933 上師器 婉 S12084 床 血 器高79 EI径 187 日縁部ヨコナデ‐ヘラミザキ 体部ヘラケズリ→ヘラミブキ 日縁翻
`ヨ

コナデ‐ヘラミガキ 体苫Iヘ ラミガキ 内外面とも具色処理

8 C-927 土師器 郭 S12084 床 面 器高67 日経190～ 19お 体部径1鋭4 日縁都 ヨコナデ 体部ヘラケスリ 日縁部ヨコチア→ヘラミガキ 林部ナデ→ヘラミガキ

9 C-917 ±1市 器 甑 S12084 床 面 日径246 残存高23 日縁部 ヨコナデ 体部ヘラケズリ 口縁部 ヨコナデ 体郡ナデ

C-918 土師器 鍵 S12084 床 而 器高27 日径165～ 17お  底径64 口縁都 ヨコナデ 体部ヘラケズリ に縁部ヨコナデ‐ヘラナデ 体部ヘラナ,‐指ナデ

11 C-938 土師器 イ S12084 2 日径149 残存高45 日縁部ヘラナデ→ミガキ 休言[ヘラケズリ→ミガキ 日縁部ヘラナデーミガキ 体部ミガキ 内外爾共漆仕上げ

12 C-928 土師器 イ S12084 1土 日経145 残存島25 El縁 部ヨコナデ 体部ヘラケズリ 日縁部 ヨコナデ 体部 ヨコナデ

第26図 S12084堅穴住居跡出土遺物



た。土師器C-923杯 (第26図 4)は最も日縁部が内弯 しているもので、内面は黒色処理されている。土師器 C―

922郭 (第26図 3)は、日縁部がやや直線的に内傾するもので、内面の口縁部と体部の境に稜を有するものである。

土師器 C-924杯 (第 26図 5)は、他の郭に比べ短い口縁部で直立気味となり内面黒色処理されている。土師器

C-933婉 (第26図 7)は器面調整では他の必とほぼ同じ特徴を有し、両面黒色処理されている。 C-921、 923郭

に比べると発色が薄くやや粗いものである。

この他に土師器 C-917甑 (第26図 9)は日縁部の内外面にヨコナデが施され、体部外面がヘラケズリされたも

のである。土師器C-918奏 (第26図 10)は、長胴型で最大径が体部中央にあるものである。

堆積土中よりは口縁部の内外面がヨヨナデされ、体都外面がヘラケズリされた土師器C-928郭 (第26図 12)や 、

器面の特徴からC-928郭 と同一個体の可能性のある土師器C-930郭 (写真95)が出土している。また内外面が漆

仕上げされたとみられる土師器C-938郭 (第26図 11)や形態的特徴がよく似た土師器C-936郭 (第28図 3)な ど

が出土している。

SA2035材 木ア1、 SK2078土坑に切られている。

SK2077土 坑 東西85cm、 南北55calの土坑で、深さは10cn程 である。壁は北側では直線的に立ち上がり、南側で

は緩やかに立ち上がる。底面はおおむね平坦である。堆積土は 1層である。

遺物は土師器の小片が少量出土している。

SA616材木列を切っている。

SK2073土 坑 長軸95cm、 短軸45clllの 長方形の土坑で、深さは15cm程 である。壁は直線的に立ち上がり、底面は

おおむね平坦である。堆積土は 1層である。遺物は出土していない。

SA2035材 木列、S12084竪 穴住居跡を切っている。

SK2079土坑 東西85cm、 南北110cmの不整形の土坑で、深さは75cm程である。壁は直線的に立ち上がり、底面は

おおむね平坦である。底面より柱痕跡が検出されたことから柱穴となる可能性がある。堆積土は4層である。

遺物は土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SK208司 土坑 東西95cm、 南北125cmの不整形の土坑で、深さは35cn程である。壁は直線的に立ち上がり、底面は

おおむね平坦である。底面より柱痕跡が検出されたことから柱穴となる可能性がある。堆積土は 1層である。

遺物は土師器奏片の他に土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SD2076溝 跡に切られる。SK2083土坑との重複は確認されなかった。

SK2082土坑 東西90cm、 南北100cmの方形の土坑で、深さは40cm程である。壁は緩やかに立ち上が り、底面はお

おむね平坦である。堆積土は 1層である。

遺物は土師器の小片が少量出土している。

SD2076                          SK2077

E                E′          F
引    _     _ |-1150m 引

SK2078

G
引

G′

卜 ■40m

SK2083(東 壁 中 )

F′

1   トー1120m1   1 1-1150m J

0                            2m

遺構名  1層位 1    土  色    1  土 性  1         備  考

E― E
SD2076 1 1 1 10YR5れ  にぶい黄褐色  1粘土質シル ト

SK2082 1 ユ 1 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘  上

F― F′

SK2077 1 1 110YR3/3 暗褐色 シル ト

G― G′

SK2078 1 1 1 10YR3/3 暗褐色     |  シル ト  1褐 色土を細かいブロックで含む

束壁中

SK2083 1 1 110YR5/4 にぶい黄褐色  1粘土質シル ト 1基本層位 Ⅱ、Ⅲ層をブロック状に含む

第27図 第148次 遺構断面図 (1/60)
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図出土遺糟 層位

l C-931 土師器 不 明 SB2040 SlEl 掘 り方 日径 (15B)器 高5И 日縁部ヨコナデ 体部ミガキ、ハケメ 日縁部ヨヨナデ 体部ヘラナデ、ヘラミガキ 内外面黒色処理 102

2 C-929 土師器 郭 SA2030 1 口縁部ナデ 日縁部 ミガキ

3 C-936 土師器 琢 Ы2084 2 残存高 (26) 口縁部 ヨヨナデ 体部ケズリ 回縁部ヨヨナデ 体部ミガキ

4 C-937 土師器 雰 SB2040 S2E2 t■抜取穴 残存高 (2 口縁部 ヨヨナデ 体部ケズ リ 口縁部 ヨヨナデ 外面黒色 (う るし!)

5 C-926 土師器 発 表土 底径96 体部ヘラケズリ、ナデ 底部ヘラケズリ ヘラナデ

C-919 土師器 斐 SK20箭 残存高 (66)底 径 7 ハケロ 摩減 100

7 C-932 土師器 奨 Ⅱ層 口径15 器高ユ■8 底径8ユ 口縁部ヨヨナデ 体都ナデ 口縁部 ヨヨナデ、体部ヘラナデ 摩減

8 E-472 須恵器 蓋 口径94 器高18 ロクロナデ ロクロナデ

9 E-471 須恵器 蓋 巨層 口径 (156)器 高45 回転ヘラケズリ、ロクロナデ ロクロナデ 98

K-254 石製品 不 明 SA616 掘 り方 最大幅 5 最大厚34 搾戻敲打痕あ り 103

第28図 第148次調査区出上遺物



SD2076溝 跡に切られている。

SK2083土坑 調査区東壁ぎわで発見された土坑で、東西90cm以 上、南北155cm、 深さは55cm程である。壁は直線

的に立ち上がり、底面はおおむね平坦である。堆積土は 1層である。

遺物は体部から底部にかけて全面にハケメ調整された土師器C-919甕 (第28図 6)、 土師器の小片、害↓れた礫が

少量出土している。

SD2076溝 跡に切られている。SK2081土坑との重複は確認されなかった。

SK2096土 坑 調査区北壁ぎわで発見された土坑である。東西110cm、 南北100cm以 上である。遺物は出土してい

ない。

SB2040掘立柱建物跡を切 り、SA616材木列に切 られている。

SK2097土坑 調査区北西隅で発見された土坑である。詳細については不明である。

SA2030材 木列、SX2098′陛格不明遺構、ピット5を 切る。

SX2094性格不明遺構 調査区の南西隅で発見した遺構である。詳細については不明である。

SX2098性格不明遺構 調査区北壁ぎわで発見された遺構である。詳細については不明である。

SA616材木列、SB2040掘立柱建物跡、SA2035材 木列、SK2097土坑に切られている。

その他に表土中より土師器C-926甕 (第28図 5)、 第Ⅱ層より体部が球形の土師器C-932甕 (第28図 7)、 リン

グ状のつまみで天丼部にふくらみをもつ須恵器E-471蓋 (第28図 9)な どが出土している。

3。 まとめ

今回の調査ではほぼ推定した位置より方四町Ⅱ期官衛北辺材木列が検出された。さらにI期官行の材木列や官衛

以前にさかのばる竪穴住居跡も発見されている。今回発見された主な遺構の重複関係を整理すれば次のとおりであ

る。

官衛以前         S12084
……………………↓……

SB2040     SA2035

SA616材木列は方四町Ⅱ期官衛外郭北辺となる材木列で

ある。材木列の掘 り方は南側では深さ40cm程 で一度平坦

になってから直立気味に掘 り込まれ、北側ではろうと状

に傾斜を保ちながら深さ90cm程で直立気味となっている。

材は掘 り方南壁に密着 して据えられてお り、南壁下部で

は材を充填 した際に材先端により扶 られたと見 られる箇

所がある。掘 り方北側の形状 と合わせて考えると、材は

北側から充填され立てられたものと考えられる。材底面

は平坦に加工されている。材は腐食 してお り、上部が空

I期官衛

Ⅱ期官衛

洞化して木質部は残存 していなかったが、遺構検出面からは長さが約190cmの 材痕跡が確認された。秋田県仙北町

に所在する払田柵跡の調査成果では「材木塀の材木は全長4.6mあ り、地下部分が lm、 地上高は3.6mである。」と

報告されている (註 1)。 地下に埋設されていた部分の深さからは、郡山遺跡の方四町Ⅱ期官行に伴う材木列も地

上では同等かそれ以上の高さを持った塀であった可能性が考えられる。

今回の調査区の位置から方四町Ⅱ期官行の北門跡が発見されることも予想されていた。しかし材木列に伴うⅡ期

官行の柱穴等は発見されなかった。ただし調査区の東端で材木列の掘 り方が広がりを見せ、特に南側ではやや方形

気味に角張る形状を示している。このような形状は、昭和56年度の第16次調査における方四町Ⅱ期官衛西辺の材木

列に取 り付 くSB134掘立柱建物跡でも検出されている (註 2)。 SB134掘立柱建物跡は、SA138材木列を跨ぐように

2間 ×2問かそれ以上の総柱建物跡と見られ、西辺に取 り付 く櫓状建物跡と考えられている。SA138材木列の掘 り

↓

ＳＡ２０３０

↓

柿



方がSB134建物跡の棟通 りを兼ねる部分では掘 り方が広がリー部角張 り方形気味になっている。このような材木列

掘 り方の形状の変化から今回の調査区の東隣接地にも材木列を跨 ぐような柱穴があり、櫓状建物跡や門跡となる遺

構が存在することが充分考えられる。

方四町Ⅱ期官衛の材木列に先行する I期官衛の材木列が約 3m離れ、並行して調査区を横断している。このよう

な規模、形状の材木列が平行して発見されている例は、昭和59年 度の第48次調査区のSA577、 578材木列と平成 4

年度の第96次調査区のSA272、 1380材木列 (註 3)で I期官衛東辺と南辺においてである。よってある時期に今回

の調査区で発見されたSA2030と SA2035材木列が I期官衛の北辺になっていたと見ることも可能である。しかし、

SA2030材 木列に先行するSB2040建物跡との関係に注目したい。SB2040建物跡は総柱建物跡で柱穴の規模等からは

I期官衛の中枢部分の周辺で発見されている倉庫建物跡と同様の遺構と見ることができる。この建物跡はSA2035

材木列とは重複がなく約170cm離 れて平行している。必ずしも同時存在したとは断定できないが、SB2040掘立柱建

物跡の柱穴抜き取 り穴がSA2035材 木列と重複していないことから、SB2040掘立柱建物跡の南外側をSA2035材木列

が区画していたと解釈することができる。

この建物を切るSA2030材木列は抜き取 りが深 く、材痕跡がほとんど残っていない。このことは建物を遮蔽した

と推定したSA2035材木列が一部抜き取 りは見 られるが材痕跡が残っているものと大きな違いである。これは後に

方四町Ⅱ期官行北辺となるSA616材木列の構築に伴いSA2030材木列が徹底して抜かれていることを示しているの

ではなかろうか。よってSB2040・ SA2035→ (抜 き取 り)→SA2030→ (抜 き取 り)→SA616の 変遷を想定しておく

ことにする。そうであるならばSA2035は 内部区画であり、SA2030の 時期については周辺の様相が明らかにできな

いので I期官衡北辺となるかについては今のところ速断することをさけたい。いずれにしても今回の調査によりI

期官衡の遺構はこれまで確認されていた建物跡や材木列の地点より北へ50m程広がったことになる。 I期官行の南

辺と東辺は直行せず、角度が鈍角となるため今回の I期官衛材木列と南辺との距離を計測するのが難しいが、 I期

官行の南北はおおむね600m程の広がりを有することになる (註 4)。 この調査区より北部においては住宅の密集地

となっているため I期官行の広がりをさらに確認することは困難であるが、今後小規模な調査を積み重ね、検討を

加えていくことにする。

SA2035材木列に切られるS12084竪穴住居跡からは土師器郭 7点、坑 1点、甑 1点、奏 1点が床面やカマ ド周辺

から出土し同時期に使われていたものと考えられる。特に郭類はきわめて良好な残存状況であった。 I期官行以前

の土師器類がこれほどまとまって出土するのは稀である。特に必類の形態が東北地方の土師器編年で古墳時代後半

の標識土器とされる「栗囲式」の土師器郭とはまったく異なっている。体部中に段や稜がなく口縁部が内弯あるい

は直立気味になるものがほとんどで、口縁部内外面にはヨコナデ調整され、内面黒色処理されないものが含まれて

いる。このような特徴は関東地方の古墳時代の土師器の「鬼高式」と呼ばれるものに共通する特徴をもつものであ

る。これについては近年仙台平野の各所から出土が報告され (註 5)、 6世紀後半から7世紀中葉の年代観が示さ

れている (註 6)。 これらは須恵器郭模倣形態とも言われ、本遺跡でも昭和57年度の第24次調査において I期官行

より遡る竪穴住居跡 (S1260・ 290'301)か ら同様の土師器郭類が出土している。S12084竪穴住居跡から出土した

土師器郭類と比較してみると、今回出土したものは日縁部の屈曲に鋭さがなくなり、丸みをもっている。このよう

な形態の差を時間的な経過による形態変化とするか、移民などにより持ち込まれた関東地方の地域差によるものな

のかについては、今の段階では明らかにするのは難しい。ただ黒色処理の技術が導入されていることからは東北地

方の土師器製作から影響を受けていることは間違いないであろう。これらをさらに検討するためには関東地方の上

師器と在地の土師器の共伴関係における形態や調整の変化、さらに関東地方の地域の変化による土師器の違いをよ

り詳細に吟味していく必要があると思われる。
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表土
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S12084η 2

SA2035

SB2040 SlE2
SA616

秋田県埋蔵文化財調査報告書第289集 「払田柵跡Ⅱ 一区画施設一」19993

「Ⅶ 第16次発掘調査」 仙台市文化財調査報告書第38集『郡山遺跡Ⅱ ―昭和56年度発掘調査概報―』19823

「Ⅷ 第48次発掘調査J 仙台市文化財調査報告書第74集 『郡山遺跡V ―昭和59年度発掘調査概報―』19853

「Ⅳ 第96次発掘調査」 仙台市文化財調査報告書第109集 『郡山遺跡XⅢ  ―平成 4年度発掘調査概報―』19933

南辺から東辺付近で約605m、 西辺付近では約620m北へ広がっている。

村田晃―「7世紀集落研究の視点(1)一 宮城県山王遺跡 。市川橋遺跡を中心として一」F宮城考古学 第4号』20025

註5に 同じ P66 註 3

84  C-920 1Th
85  C-921 1Th
86  C-922 1Th
87  C-923 1Th
88  C-924 1Tk
39  C-925 1TH
90  C-927 1Th
91 C-933 鉢

92   C― -918 甕

93   C― -917 甑

94a C-938 邪

b  C―-938 邪

S12084床 面

S12084床 面

S12084床 面

S12084床 面

S12084床 面

S12084床 面

S12084,末 面

S12084,末 面

S12084床 面

S12084,末 面

(_上面)  SA2030。 2035

(イ員1面)  SA2030。 2035

95    C―-930 不

96    E-472  蓋

97    C―-932  甕

98    E-471  蓋

99  C-926 甕

100 C-919 甕

101 a C-937 1Th

b C-936 不

c  C―-935  邪

102   C― -931  不明品

103   K―-254  不明品

詞:1

註 2

註 3

註
　
註
　
註



Ⅶ 第150次・第151次発掘調査

1.調査経過 と発見遺構・ 出土遺物

第150次調査と第151次調査は、仙台市大白区郡山 3丁 目から6丁 目にかけて行なわれた工事に関連して対応した

調査である。両工事とも基本的には遺構を損なわない掘削深度や位置であることを考慮した立会調査で封応したが、

遺構、遺物が発見された箇所においては発掘調査を実施した。

(1)第 150次調査

第150次調査は仙台市太白区南大野田29-1仙台市水道事業管理者瀬川安弘氏より、郡山 3丁 目19番から郡山 5

丁目10番地先までにおける老朽管の撤去と新設管工事のため、平成14年 8月 23日 付けで発掘届が提出された。よっ

て 9月 10日 から11月 13日 までの間で工事に伴って立会を行なった。工事は既設管の掘削範囲を深さ0.8mで再掘削

するもので、ほとんどが既設管埋設時の掘 り方の中に納まるものであった。ただし住宅地へのガス管や下水管の引

き込み部分では掘削深度が下がる箇所があり、そこで若千の遺構、遺物が出土した。

方四町Ⅱ期官行の外郭南辺大溝の通過する付近 (第29図 A地点)で、工事で掘削された底面で弥生土器B-290

鉢 (第30図 2)が出土した。基本層位中からの出土で遺構には伴っていない。また方四町Ⅱ期官行内南西部 (第29

図B地点)では複数の掘立柱建物跡の柱穴が観察され、柱穴掘 り方中より内外面ミガキ調整された土師器 C-934

郭 (第30図 1)が出土した。この周辺にも掘立柱建物跡が複数存在することを窺わせている。

(2)第 151次調査

第151次調査は仙台市大白区長町南三丁目1-15仙台市太白区長菅野昭夫氏より、郡山 2丁 目H-16か ら郡山 6
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第29図 第150次・第151次調査区位置図
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0                         10cm

版

号

図

番 登録番号 種 男1 器形
出土地点

法  量 (cm) 外面調整 内面調整 備  考
真

版

写

図出土遺格 層位

1 C-934 土師器 邪 B地点柱穴 日径 (92)残存高 (27)
口縁部～体部  ミガキ

底部 ケズリー ミガキ
ミガキ

2 B-290 弥生土器 鉢 A地点 口径148 残存高209
回縁端部 LR縄文 (横位)→沈線 (横位 )

体部LR縄 文 (横位)→沈線文→ナデ
ナ デ

第30図 第150次調査区出土遺物

丁目226番地先までにおける農業用排水路 (天王掘)改修工事に伴って対応したものである。現状は既に水路とな

っており古代の遺構を削平している。ただし昭和55年度の第 7次調査において当時の水路底面で、方四町Ⅱ期官衛

南西コーナーとなる櫓状建物跡と西辺材木列が発見されている。その後周辺の宅地化が進み住宅地における排水路

の整備が求められるようになり、今回水路の現況より35cm～ 51cm程掘削を伴う改修工事が必要となった。工事に伴

って立会を行ない、櫓状建物跡の一部が発見された箇所で平成15年 3月 3日 から3月 5日 まで発掘調査を実施した。

なお遺構が損なわれないよう工法の変更について協議し、施工後も保護されることになった。

方四町Ⅱ期官衡外郭南西コーナーとなるSB51櫓状建物跡は 2間 ×2間 の総柱建物跡と推定されている。第 7次

調査において西から2列 目までの柱穴を検出し、S3W2柱穴の掘 り方が北へ延びSA65西辺材木列 (註 1)と なって

いた。今回これらの遺構の存在が想定された箇所は、宅地への出入日となっているコンクリー ト製の橋の直下であ

る。橋の撤去後に直径50～55cmの柱材の上部と一辺90～ 135cmの掘 り方を検出した。柱間寸法は200～ 210cmで あ る。

検出した柱穴の形状とSA65西辺材木列が取 り付いていないことから、昭和55年 に検出した櫓状建物跡の柱ではな

く、さらに 1列東側の西 3列 目の柱列を検出したものと考えられる。周辺が宅地化 した際にやや蛇行していた水路

を東寄りに付け直したため、水路の位置が微妙に東へ移動したものと見られる。

なお、このSB51櫓粥犬建物跡については、規模や形態について「Ⅷ総括 (2)」 で改めて検討する。

註1 「Ⅶ2.(2)第 7次調査区」P21・ 22 仙台市文化財調査報告書第29集『郡山遺跡I― 昭和55年度発掘調査概報―』19813
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第31図 第151次調査区平面図 (1/60) 104 SB51西 3柱列 (南 より)

106 SB51 S2W3桂 穴 (東 より) 105 SB51 S3W3柱穴 (西より)



総 括

今年度の調査は第 5次 5カ 年計画の第 3年次目にあたり郡山廃寺南部と南方官衛西地区の調査などを行った。郡

山廃寺南部では廻廊や築地などで金堂や塔を囲む寺院内でも最も重要な地区の南端が含まれると考えられた地点で

ある。南方官衛西地区は I期官衛東辺とも重複しておりI期官衛、Ⅱ期官衛双方の視点から重要な地点である。ま

た、個人住宅の建替えのうち、基礎構造が深 く遺構を損なうような住宅建築については「仙台平野の遺跡群」とし

て 2件の小規模な調査を実施した。

(1)郡山廃寺 の調査

第146次調査では想定した位置からは金堂 (区画溝跡)や塔 (推定)を 区画するような遺構は発見することがで

きなかった。これはこの地点が元々空閑地となっているのか、または築地など地表に盛 り上げられた遺構が完全に

削平されて失われているのかということである。今回の調査では創建期ではないが東西棟のSB2025掘 立柱建物跡

が発見されていることから、この地点には寺院内の重要な部分を区画する遺構は通過していないと見ておくべきで

あろう。寺院南辺となるSA1850材木列から北へ35mま で調査区を連続して設定して調査 したので、その間に新た

な区画施設がない以上さらに北側に存在するものと見ておく。住宅地内での調査であるため制約が多 く、これ以外

の地点での追加 した調査は難しい状況にある。

SB2025掘 立柱建物跡は郡山廃寺の創建期の建物ではないと考えられた。昭和61年 度の第63次調査で講堂基壇の

北側から掘 り方や柱痕跡の規模が同じ様な掘立柱建物跡が数棟存在 しており、Ⅱ期官衛と並行する郡山廃寺の時期

の中で 3期の変遷を考えた。これらの遺構についても配置や重複関係から創建期まで遡らない建物跡も含まれてい

るということである。それらと同じく今回発見されたSB2025掘 立柱建物跡も創建期に遡 らない遺構であるという

ことである。そこで問題になるのがその下限の年代である。

これまで郡山廃寺はⅡ期官衛が廃絶する時期と時を同じくして廃絶していると考えてきたが、今回の調査成果か

らは多賀城廃寺が創建される時期以降も存続 している可能性が出てきた。Ⅱ期官衛が多賀城以前の初期陸奥国府

(衛)と 考えられている (註 1)こ とから、郡山廃寺も多賀城廃寺の前身の国府の寺として機能していたとすると、

陸奥国が管轄する寺院が多賀城と郡山と両方に存在していた時期があると考えられるのではないだろうか。

畿内では藤原京から平城京への移転に伴い飛鳥に存在した官営寺院もまもなく飛ッ烏から奈良に移転する。しかし

なお飛鳥の地においても寺院として存続 している。元興寺が建立されたのちも飛鳥寺の伽藍はそのまま残されてお

り、双方を一つの寺院として扱われている。薬師寺についても寺院が移転した後の 8世紀代にも元薬師寺がなお存

続している可能性が指摘されている。

(2)Ⅱ 期官衛 の調査

第147次調査の南方官衛地区の調査では昨年度の第138次調査で発見されたようなSB2010。 2015掘立柱建物跡な

どのような大規模な廂付建物はないようである。また、第148次調査では方四町Ⅱ期官衛の北辺 (材木列)を推定

位置で検出し、南辺などと同じ構造になっていることを確認した。

第151次調査では、方四町Ⅱ期官衛南西コーナーの櫓状建物跡の一部を発見した。これは昭和55年度の第 7次調

査で発見されていたSB51掘立柱建物跡で、これまで南北 2間、東西 2間 (柱間寸法210cm等間)の総柱建物跡であ

ると考えてきた遺構である (註 2)。 この建物跡の北側には方四町Ⅱ期官衛西辺材木列であるSA65材木列が柱穴掘

り方に接続 して北に延びている。南辺材木列との接続部分についても方四町Ⅱ期官衛南辺材木列であるSA33材木

Ⅷ
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第32図 第 7次 。第151次調査区遺構配置図

在すると考えられる東側は既存道路が存在し今後調査することが難しい地点ではあるが、SB51の 詳細については

周辺での調査成果を待ってさらに検討していきたい。

(3)I期 官衛 とそれ以前 の遺構 の調査

第148次調査において I期官行関連の遺構とそれ以前の遺構が発見された。この地区では調査の制約が多 く、さ

らにどのくらい I期官行が北へ延びるかは早急に確認することは難しいであろう。 I期官行以前の竪穴住居跡は第

24次調査で発見されていたが、それを含めても4例 目である (第33図参照)。 S1260竪穴住居跡やS1301竪穴住居跡

から出土した口縁部が内面に傾き外部に稜線を形成するような形態の上師器邦は、本遺跡においては千葉県地方と

列の延長部がSB51掘立柱建物跡の東西中心線と

一致することから接続部は同様である考えてき

た。第151次調査では第 7次調査の西に隣接 した

部分での調査であったため、これまで想定してい

た西 3柱穴列が発見された。しかし西柱穴列中央

の柱穴 (S2W3)イ こ接続すると考えていた方四町

Ⅱ期官衛南辺材木列の掘 り方は発見されなかった

(写真106)。 遺構が検出された標高からは材木列

の掘 り方力消U平 されているとは考えられない。よ

ってSB51掘立柱建物跡の東側にはさらに建物が

延びて柱穴列が存在していると考えられ、SB51

掘立柱建物跡は南北 2間、東西 3間以上の規模を

持つ可能性が高いのではないだろうか。柱穴が存

第33図 第24次調査区平面図から (1/300)
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の上師器の比較 (註 3)か ら、関東地方の土師器編年で古墳時代後期に位置付けられている鬼高式後葉の土師器に

類似性のあることを指摘 していた (註 4)。 発見された昭和58年 当時には仙台平野の中で他に発見例が乏しいこと

から、 I期官衛建設に何らかの関わりを持つ人々の住居跡に伴ったものであろうとしておいた。しかしその後に同

様の形態のものが、南小泉遺跡や藤田新田遺跡、下飯田遺跡などで発見されている。これによりこのような形態の

ものが仙台平野内で複数存在することが確認されてきた。

そのような中でこれらの土器について長谷川厚氏は千葉県印熔沼周辺の土師器杯に酷似することを指摘した (註

5)。 また村田晃一氏は官城県域内の 7世紀後葉から8世紀代にかけての土師器の検討の中で、関東地方からの移

民に伴った土師器の県内での分布などを論じ、関東地方の鬼高式の形態に類似したものを「須恵器郭模倣」として

扱っている (註 6)。 また同氏は近年、 7世紀の集落の在 り方の検討の中で、仙台周辺から宮城県南部の沿岸部に

かけて千葉県印格沼周辺地域との間に交流圏が形成されているとの論考を提示するに至っている (註 7)。

このように複数の地点から関東系土師器の出土が報告され、関東地方との交流が指摘されると単に拠点的な官衛

の造営に伴っての人々の移住とだけは見れないと考える次第である。これらの出土した遺跡が仙台平野の中央から

北部に及び、個体数も一箇所からまとまって出土している様子を見ると仙台平野への移住のような大規模な行動が

行なわれて、その後官行の造営に結びついたと考えられるのではないだろうか。

今回出土した土師器類も細部を検討していかなければならないが、上記のような官衛成立以前の状況下で遺跡内

に持ち込まれたものと考えられる。

註1 仙台市史編さん委員会 F仙台市史 通史編2 古代中世』第2章 「陸奥の国と仙台平野」(今泉隆雄)2000

今泉隆雄「多賀城の創建―郡山遺跡から多賀城ヘー」『条里制・古代都市研究 通巻17号』2001 ほか

註2 「Ⅶ 2.(2)第 7次調査区」 仙台市文化財調査報告書第29集『郡山遺跡I ―昭和55年度発掘調査概報―』19813

註3 昭和58年 当事に千葉県印膳郡栄町向台遺跡、同大畑遺跡、佐倉市大崎台遺跡出土遺物と直接比較し、検討を行った。

註4 「Ⅲ 第35次発掘調査」P53、 P74 仙台市文化財調査報告書第64集 『郡山遺跡Ⅶ ―昭和58年度発掘調査概報―』1984.3

註5 長谷川厚「関東から東北ヘー律令成立前後の関東地方と東北地方の関係について」

F21世紀の考古学』櫻井清彦先生古希記念論文集 雄山閣1993

註6 村田晃―「飛鳥。奈良時代の陸奥北辺―移民の時代―」『宮城考古学 第2号』20005

註7 村田晃―「7世紀集落研究の視点(1)一 宮城県山王遺跡・市川橋遺跡を中心として一」『宮城考古学 第4号』20025
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1.広報・普及 。協力活動

年 月 日      行 事 名 称

2002.5,8    古代城柵を訪ねる旅

7.5    発掘現場 。展示室・ピロティ見学

8.6    発掘現場・展示室見学

9。 10    発掘現場 。展示室見学

10。 7    発掘現場・展示室・ピロティ見学

11.14    発掘体験・展示室見学

11.20    発掘現場 。展示室見学

11.20    展示室見学

12。 12    展示室見学

12.21    宮城県遺跡調査成果発表会

2003,1.21    古代庭園研究会

2.8～ 9  第29回古代城柵官衛遺跡検討会

調査成果の普及と関連活動

担当職員

木村 。長島・松本

長島・松本

松本

長島・松本

長島・松本

松本

長島・松本

長島

松本

松本

長島

長島・松本

主  催

横浜市歴史博物館

人本松小学校 6年

山田中学校 2年社会科

郡山老人福祉センター

太白区まちづくり推進課

南中山中学校 1年総合学習

東長町小学校 4年

郡山中学校

郡山小学校 6年

宮城県考古学会
多賀城市教育委員会

奈良文化財研究所

古代城柵官衛遺跡検討会

2.調査指導委員会の開催

第32回 郡山遺跡調査指導委員会 平成15年 3月 18日  教育局第1会議室

○平成14年度の調査成果について

○平成15年度の調査計画について

3.資料の貸 し出 し・展示

東北歴史博物館

仙台市博物館

横浜市歴史博物館

宮城学院女子大学

鈴鹿市考古博物館

水沢市埋蔵文化財調査センター

富沢遺跡保存館

4.展示室の利用者

平成14年 4月 ～平成15年 3月

常設展「古代」城柵とエミシ

常設展「原始・古代 。中世J

企画展「東へ西ヘー律令国家を支えた古代東国の人々一」

博物館実習

特別展「発掘された国府―東海道・東山道の国府を掘る」

胆沢城造営1200年記念「胆沢城展」

企画展「土の中からのメッセージ 発掘された仙台の遺跡 7

一古代のみちのおく郡山遺跡―」

一錘

選
一

臨
ヽ

横浜歴史博物館 企画展「東へ西ヘー律令国家を支えた古代東国の人々―」





報 告 書 抄 録

ふ― り が な こおりやまいせき

書 名 郡 山 遺 跡 23

副 書 名 平成14年度発掘調査概報

巻 次 23

シ リ ー ズ 名 仙台市文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第2634

編 著 者 名 長島榮‐、松本如彦

編 集 機 関 仙台市教育委員会

所 左 地 〒980-8671 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7‐l TEL022と2148898～8894

発 行 年 月 日 2003年 8月 31日

ぶ  り が な

所 収 遺 跡 名

ぶりがな

所 在 地

コー ド

北緯 東経 調査期間 調査面積
(鷲)

調査原因

市町村 遺跡番号

爺
り
苗 羞 蘇

管義黛粘答キ

笑皆離 す自TL

04100 01003

ぽ

プ

ギ

げ

∬

41″

20020522

-20021213
1醇2∬

重要遺跡

の範囲確

認調査

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

郡 山 遺 跡
需 鏃
奉路鏃

轍
　
一一　
離

掘立注建物跡 ‐材本列

溝跡 ,主抗

弥生土器

土師器 。須恵器 。瓦

土製品・石製品 ,金属品

方四町Ⅱ―期官衡北

辺材木71Jで検出面

から深さ約190cm

の材痕跡を確認

57



仙台市文化財調査報告書第263集

郡 山 遺 跡 23

-平 成14年 度発掘調査概報一

2003年 3月

行 仙 台 市 教 育 委 員 会

仙台市青葉区国分町三丁目7-1
文化財課 022(214)8893

刷 株式会社 東 】と プ リ ン ト

仙台市青葉区立町24-24
TEL 263-1166




